
指定管理者　　社会福祉法人横浜市リハビリテーション事業団

令和７年８月１日提出

令和６年度事業報告書

横浜市戸塚地域療育センター



○基本情報

 検査技師 1

学校支援担当 2 児童発達支援管理責任者 1

 事務 2  保健師 0  理学療法士 3

 管理課長 1  運転手 -  保育士 17  言語聴覚士 2

※常勤職員の人数  園長 1  ソーシャルワーカー 10  臨床心理士 6  看護師 3

職　員　数 計 68 人

（職種別内訳）  医師（所長） 1  栄養士 1  児童指導員 15  作業療法士 2

戸塚地域療育センター

担　当　区　域 戸塚区 泉区

担当区域人口 432,636 人（うち０～５歳 17,824 人） ※令和７年１月１日現在 人口動態統計による

指定事業 指定年月日

児童発達支援 令和 6 年 4 月 1 日

障害児相談支援 令和 7 年 4 月 1 日

保育所等訪問支援 令和 7 年 4 月 1 日
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○業務実績

１　センター利用申込数

２　相談対応

３　地域サービス等

その他（メール等）

748件

322件

1,070件

民間事業所

計 150 176

0

(2) 巡回訪問

4 7

その他 0

幼稚園 34 36

巡回訪問以外の
関係機関支援

並行通園児の並行先保育所・幼稚園の担任等による療育参観

小学校への引継

リーフレットなどの支援ツールの開発

地域訓練会

小学校

のべ訪問回数 のべ訪問職員数

保育所 98 108

2

12 20

5

計 24 100 8 13

戸塚区 12 58 5 8

泉区 12 42 3 5

４か月児療育相談 １歳６か月児療育相談

実施回数 のべ対応人数 実施回数 のべ対応人数

学齢児 1,338件 107件

計 3,831件 307件

電話によるもの 面接によるもの

未就学児 2,493件 200件

(1) 療 育 相 談

申込数

未就学児 663件

学　齢　児 137件

計 800件

戸塚地域療育センター

関
係
機
関
支
援
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４　診療所

6 6 94 9

※精神発達系のみ
※初診待ち期間は、各月に初診を行った児
童についての初診申込みから初診までの期
間の平均

453 437

学齢児 10 7 7 7 7

5 5 5 5

9 7

12月 1月 2月 3月

6 6 6 6

428

初診待ち期間 4月 5月 6月 7月 8月 9月

386 378 388 399 416 438

未就学児 65 6 4 5

10月 11月

計 350

344 334

105 111 109 103 9874 94 93 93 98 99 109 109

279 290 311 327

3/1 4/1

未就学児 276 256 251 282 288 279

9/1 10/1 11/1 12/1 1/1 2/1初診待ち児童数 4/1 5/1 6/1 7/1 8/1

330

学齢児

たまご・ぷちたまごグループ（精神系幼児、1グループ5回程度、14グループ）

かんがるー（肢体系幼児、年間１０回、6人）

ぽかぽか（肢体系幼児、年間７回、実人数11人）

栄養指導 65 0 65

補装具・車椅子クリニック 実施頻度・曜日等 月3回、金曜日午後

70

うち心理検査 729 138 867

 脳波検査 6 0 6

その他の検査

2,053

機能訓練・検査等

未就学児 学齢児 計

 理学療法 1,618 469 2,087

計 481 1,008 71 1,045 552

 聴力検査 230 3 233

 心理療法 729 138 867

0

その他 0 41 0 0 0 41

発達精神科 0 0 0 0 0

33

補装具外来 0 106 0 114 0 220

摂食外来 0 30 0 3 0

53

耳鼻咽喉科 85 12 0 0 85 12

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 11 35 0 18 11

1,597

0

小児科 27 87 0 10 27 97

 小児神経科 0 0 0 0 0

人

診 察 件 数

未就学児 学齢児 計

新規 再来 新規 再来

年間 1,459 人 計 年間 4,247

新規 再来

 児童精神科 358 697 71 900 429

戸塚地域療育センター

診 療 件 数 未就学児 年間 4,632 件 学齢児 年間 1,704 件 計 年間 6,336 件

診療実人数 未就学児 年間 2,788 人 学齢児

 作業療法 427 118 545

 言語療法 1,104 118 1,222

 脳波聴力検査 0 0 0

60 10

外来グループ

主な設定グループ（対象児童、期間、頻度等）

350 344 375
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５　児童発達支援センター

※設置クラス数は令和７年３月１日現在

６　早期療育科（該当のセンターのみ）

※早期療育科は南部、中部、東部のみ

７　児童発達支援事業所

通所設定数 年間のべ 2777

11 時 30 分療 育 時 間 9 時 30 分 ～

3

設置クラス数
週１日クラス 計

4 4 ※設置クラス数は令和７年３月１日現在

4 4

47 47 47 47 47 47

4 4 4 4

3/1 平均

児童発達支援 45 46 46 47 47 47

9/1 10/1 11/1 12/1 1/1 2/1

47

クラス数 2 2 2 2 2 4

時 分

在籍児童数 4/1 5/1 6/1 7/1 8/1

療 育 時 間 時 分 ～

0

設置クラス数

0

クラス数

9 時 50 分 ～ 14 時 0

早期療育科

9/14/1 5/1 6/1 7/1 8/1 3/1 平均10/1 11/1 12/1 1/1 2/1

児童発達支援 4 0 4 4 0

9,407 人 ・ 日

12

日

通所設定数 年間のべ

年間開所日数 203

療 育 時 間

設置クラス数 週５日クラス 週４日クラス 週３日クラス 週２日クラス 週１日クラス 計

6/1 7/1 8/1 9/1

戸塚地域療育センター

12/1 1/1 3/12/1在籍児童数 平均

児童発達支援 120 120 120 120 120 117 119120 120 119 119 117 117

4/1 5/1 10/1 11/1

人 ・ 日

分

在籍児童数
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８　障害児相談支援

９　保育所等訪問支援

10　運営協議会の開催

11　自立支援協議会への参加

12　研修会等（地域向け）

13　研修（地域療育センター職員向け）

14　自主事業等（地域ニーズを含む）

15　施設の管理状況、施設点検の実施状況等

上記以外の外来利用者 0 0

外部委託 給食調理業務、通園バス運行等業務、清掃業務等

1.体験通園：個別評価終了後、通園開始までの保護者の不安や育児負担の軽減　、１回実施

2.並行通園児のフォロー：療育センターの担任による並行先保育園等への訪問　２１件

3.相談・共有時間の確保：保護者が通園の登園・降園時に担任とタイムリーな情報共有や相談を行えるよう体制の確保に努めました。

保護者のニーズに適時に対応でき、効果的な支援につながりました。

主な備品購入 電動キャリーホーム、ドア付き配下膳車他

運営協議会 第１回 日 開催

2

幼稚園 0 0

保育所 2 2

計 154件 360件

のべ訪問回数 のべ訪問職員数

未就学児 154件

その他

令和 7 年 2 月 26令和 6 年

10 日令和 6 年 参加

長寿命化工事にて、空調設備更新工事、衛生給排水配管更新工事、蓄熱槽修繕工事実施、庇設置工事、指導室トイレ改修工事

主な修繕 エアコン設置工事、引き戸修繕工事他

法定点検業務等 12条点検（年1回）、受変電設備（年１回）、非常電源装置・直流電源装置（年２回）、消防設備（年2回）、エレベーター設備点検（月1回）

保守管理業務等 建物巡視点検（月1回）、自動ドア設備（年４回）、直流電源装置（年２回） 他

第２回8 日 開催

360件

学齢児 0件 0件

10 月

その他 0 0

計 2

計画作成 モニタリング

戸塚地域療育センター

年 6 月 参加

令和 6 年 12 月 12 日 参加 令和 7 年 2 月 12 日 参加

12，18 日4 月

概要・実績

7 年 2

令和 6 年 11

令和 年

令和 6 年 4 月 1 日 センター内療育システム、組織体制、各種危機管理マニュアルについて、個人情報保護について

日

令和 6

令和
自立支援協議会

6

研修実施日 研修概要

戸塚療育セミナー（動画配信）『発達障害の基本的対応とその理解』他

戸塚区保育・教育関係施設職員研修　保育実践研究会　インクルージョン保育編第4回

泉区保育・教育施設職員研修会

研修実施日 研修概要

令和 6 年 6

令和

月 8 日

月 17 日

月 20 日

月

年 ６～８ 月 日 発達障害部門基礎研修（療育スタッフとしての基本を理解する、応用知識の習得等）

令和 6 年 5 月 23 日 人権研修、危機管理、虐待防止、感染症対策等

令和 6 年 7 月 30 日 センター勉強会（外部講師）「幼稚園の取り組みと療育センターに期待すること」
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16　収支決算

17　自己評価

 過年度剰余金等の充当

戸塚地域療育センター

 その他支出 45,508,112  法人又はセンターの取組に係る支出

7,863,375 給食費、日常諸費、修学費等

 管理費

 障害児相談支援収入 8,684,398

 保育所等訪問支援支援収入 38,928

計 702,997,684

513,600,612 精算後の確定額

決算額 備考

改善点への取組として、民間事業所との連携や施設環境の整備、どの保護者にとっても程よい保護者同士の

アンケートを送信又はグループウェアにて配信し回答を集計。

（45人）、保育所等訪問支援事業利用児保護者（1人）、保育所等訪問事業受入保育所（1か所）、職員（18名）に

計 743,502,827

差　　引① △ 40,505,143  収入－支出

支

出

 人件費
528,494,436

差　　引② 6,819,299
 収入－支出（ただし、その他収入のうち過年度剰余
金等の充当及び法人又はセンター独自に配置した職
員の人件費、その他支出を除く）

 事務費等 6,221,778  旅費、その他の一般事務費等

常勤職員、嘱託医師及び非常勤職員の人件費

1,843,947 うち法人又はセンター独自に配置した職員の人件費

 事業費

155,415,126  光熱水費、建物・設備管理費、業務委託費（給食調理、バス運行等）等

 給付費等の収入を含む

 その他収入 27,617  預金利息、実習生謝金等

 

実施方法
及び結果

実施方法；令和7年1月に実施。児童発達支援センター利用児保護者（70人）、児童発達支援事業所利用児保護者

交流を検討します。

※ホームページ（http://www.yokohama-rf.jp/common/pdf/R06self_totsuka.pdf）に掲載

収

入

 指定管理料収入

 診療所収入 43,526,700

児童発達支援収入 137,119,429
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